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１２５ 何故《聖マタイの召命》は難解なのか 

       コマ送り動画表現への実験画 

           ２０２４ 

真鍋友範 

 

 

１ 何故《聖マタイの召命》は難解なのか 

 

髭男は、２段階の身体動作でイエスに対し、先行して質問する。 

この質問動作の意味が解決すれば、続いて、イエスはどのように答えたかに関

心が移る。イエスは、３段階の複雑な身体動作を連続させている。 

イエスの向こう側を示す身体動作から、順次理解を進めながら最終的に誰が

呼ばれたのかが判明する、という趣向だ。 

 

ここで最も問題となるのは、最初の場面だ。 
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その質問の後半部分である「それとも、隣の眼鏡の収税人ですか」が描かれて

いるのだが、前半の「御用の人は私ですか」については、描かれていない。 

 

つまり、鑑賞者は、質問の後半部分の身体動作のみから、質問の前半部分を読

み取るという、難しい判断を要求されることになる。 

 

まず、この部分で大多数の観衆は、解読につまずいてしまうのだ。 

 

更には、呼ばれた眼鏡の収、税人は、聖マタイなのだが、指摘されても瞬間的

には、【立っているのではないか、誤解する】姿勢なのだ。 

 

立っている姿では、聖書マタイ伝の記述と矛盾してしまうのだ。 

いる 

しかし、正確にこの姿勢を真似ると、自然に老収税史の右手は、上体の体重を

支える為に、右手が前に出て、机を突く姿勢になるのだ。 

 

この姿勢の正確な把握ができることによって、初めて、この老収税史が３点支

持姿勢であり、両足で安定的に上体を支える、【立っている両足による２点支持

姿勢ではない】、と理解できるのだ。 

 

 

更なる困難は、カラヴァッジョの計画したストーリー構成への理解だ。 

 

 

両替商の主人と思われる髭男の左手による２段階の質問動作に対する、イエ

スの３段階の回答動作を、正確に読み取る必要がある。 

 

 

これは、ルネサンス期の絵画に比べ、格段に難しい読み取りが必要なストーリ

ーなのだ。 

 

 

しかも、イエスの回答動作は、万人の予想する指差す動作ではなく、意外にも、

向こう側の人を表わす、腕の回転動作であったのだ。 
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このように、随所随所での正確な判断が求められるという点に於いて、《聖マ

タイの召命》は、その内容理解に於いて、かなり難解な部類のバロック絵画だっ

たのだ。 
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